

















































発・測定、保育者効力感の関連要因に着目した先行研究 4 編（西坂 2002；西
山 2006；小薗江 2009；小薗江 2013）を選択した。さらに、これらの先行研
究において引用参考文献として記されていた関連文献（三木・桜井 1998；渡
部・嶋崎 2004；中村 2006；浜崎・加藤・寺薗・荒木・岡本 2008；朝木・鈴木
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選択した 12 編の先行研究は、「尺度開発・測定をした研究」が 4 編（三木・
桜井 1998；西山 2006；小薗江 2009；田辺 2011）、「保育者効力感を従属変数と
した研究」が 6 編（渡部・嶋崎 2004；中村 2006；浜崎・加藤・寺薗・荒木・
岡本 2008；朝木・鈴木 2009；池田・大川 2012；小薗江 2013）、「保育者効力感
















目の総得点）が、実習前ではα＝ .83、実習後ではα＝ .85 であり、いずれも
内的一貫性が示されたことから、信頼性が確認された。妥当性については、幼
稚園実習自己評価と保育者効力感尺度得点との間には、実習前においては有意





















頼性係数（α係数）が、第 1 因子 0.837、第 2 因子 0.809、第 3 因子 0.691、第


































































は 3 件の先行研究（渡部・嶋崎 2004；中村 2006；池田・大川 2012）、多次元「人
間関係」保育者効力感尺度（西山 2006）は 2 件の先行研究（浜崎・加藤・寺薗・
荒木・岡本 2008；朝木・鈴木 2009）、保育実習自己効力感尺度（小薗江 2009）










































１）2012 年には、保育所定員数は 224,178 人で前年から 35,785 人（1.6%）の増、
利用児童数は 217,6802 人で前年から 53，851 人（2.5%）の増、保育所数は
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23,711 か所あり前年から 326 か所（1.4%）の増であった。保育所定員数、利
用児童数及び保育所数の推移は以下のとおりである（厚生労働省 2012）。
資料出所：厚生労働省「保育所関連状況取りまとめ（平成 24 年 4 月 1 日）」（2012 年）より抜粋
２）保育所利用率の推移は以下のとおりである（厚生労働省 2012）。
資料出所：厚生労働省「保育所関連状況取りまとめ（平成 24 年 4 月 1 日）」（2012 年）より抜粋
井　上　祐　子56
３）2012 年には、就学前児童の保育所利用児童割合（保育所利用児童数÷就
学前児童数）は 34.2%で、前年（33.1%）から 1.1 ポイントの増加しており、





































生 2 年間の縦断的データの分析」『淑徳短期大学研究紀要』52, 117-128．











































































係数）が、第 1 因子 0.837、第 2 因子 0.809、
第 3 因子 0.691、第 4 因子 0.733、第 5 因子
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多 次 元 保 育 者 効




















多 次 元 保 育 者 効


















保 育 者 効 力 感 尺
















































保 育 者 効 力 感 尺





西 坂（2002） の 想 定 し
た因果モデル「個人特
性→ストレス評価→精
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論 文 要 旨




　This study is intended to grasp trends and issues of studies on pre-school-
teacher-efficacy.
　Method: Method of this study is literature study on pre-school-teacher-efficacy.
　Result：Trends of studies on pre-school-teacher-ef ficacy were “Study of 
developing a measure scale”, “The study that pre-school-teacher-ef ficacy is 
a dependent variable”, and “The study that pre-school-teacher-efficacy is an 
independent variable".
　Conclusion：The future research theme is to study “a factor to have an 
influence on pre-school-teacher-efficacy”, “a source of information where pre-
school- teacher-efficacy changes”.
Key words
literature study, pre-school-teacher-ef ficacy, a scale for pre-school-teacher-
efficacy, self-efficacy, social learning theory of Bandura
